
 

 

（１）　令和3年1月1日　

臨済宗南禅寺派　

円

大
般
若
ま
で
に
お
持
ち
下
さ
い

。

お
持
ち
下
さ
い

の
石
像
に
は
、

諸
病
平
癒
の
力
が
あ
る
と
考

古
い
お
札

1,795,602 （平成23年～）

と
も
あ
り
ま
す
。

ミ
ル
ク
、

バ
タ
ー

生
産
の
乳
牛
で
、

人
々
の

安　住　寺　だ　よ　り

禅 の 心

令和２年度の義援金

七
回
忌
・

三
回
忌
・

一
周
忌
・

年
回
忌
・

す
。

信
濃
の
国
に
住
む
欲
深
い
老
婆
が
軒
下

に
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。

各
地
の
天
満
社
に

は
、

菅
原
道
真
公
の
因
縁
で
多
く
奉
納
さ
れ

言
う
、

仏
教
的
な
お
話
も
伝
え
ら
れ
て
い
ま

　
本
年
は
、

辛
丑
（

か
の
と
う
し
）

の
歳
で

す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
今
日
で
は
、

大
勢
の
人
が

す
。

昔
は
農
作
業
か
荷
車
を
曳
く
動
物
で
、

え
る
「

撫
で
牛
」

信
仰
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま

義援金のお知らせ

十
三
回
忌
・

１５０，０００円

古
い
お
札
を
焼
却
し
ま
す

。
年
末
か

令和2年7月豪雨災害義援金

お
焚
き
あ
げ
し
ま
す

（内賽銭　126,906円）

（内お賽銭合計　1,129,366円）

（内・東日本震災分1,043,708円）

ま
た
「

牛
に
引
か
れ
て
善
光
寺
参
り
」

と

牛
が
布
を
角
に
引
っ

掛
け
て
走
り
去
り
ま
し

食
生
活
を
支
え
る
生
き
物
と
な
っ

て
し
ま
い

て
い
ま
す
。

更
に
、

う
ず
く
ま
っ

て
い
る
牛

生
産
活
動
に
と
っ

て
欠
く
こ
と
の
出
来
な
い

大
切
な
動
物
で
し
た
。

今
日
で
は
、

食
肉
か

撫
で
る
と
感
染
の
心
配
が
あ
り
ま
す
？
。

座
す
る
石
像
で
、

文
化
十
一
年
（

一

八

一

四
）

に
布
を
さ
ら
し
て
い
る
と
、

通
り
か
か
っ

た

　
上
の
写
真
は
、

南
台
の
飛
松
天
満
社
に
鎮

　
一
年
の
無
事
を
祈
願
す
る
年
頭
の
行
事
で
す

が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
た
め

役
員
、

総
代
、

地
区
世
話
人
、

合
掌
会
会
長
様

の
み
の
ご
案
内
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

法
要
後

に
年
始
会
を
致
し
ま
す
。

一
般
檀
信
徒
の
方

は
、

ご
参
拝
の
み
で
き
ま
す
。

一
月
十
七
（

日
）

十
一
時
よ
り

大
般
若
・
初
観
音
講
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本年の年回忌は、下記のとおりで
す。お早めに相談頂ければ、ご希望

の日程でお受け致します。

これまでの義援金累計

　
檀
信
徒
の
皆
様
に
は
、

無
事
に
新
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

本
年
も
倍
旧
の
ご
法
愛
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
と
共
に
、

皆
様
の
ご
多
幸
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
三
辛
丑
歳
旦

総
代

松

本

文

次

総
代

（その他の義援金　751,894円）

URL　http://www/anjyuuji.net

二

十

五
回

忌

・

十
七
回
忌
・

総
代

（
十

二
月

二

十

日

現

在
の

役

員

）

沢山のお賽銭有難う御座いました

ま
し
た
。

た
。

老
婆
は
、

布
を
取
り
返
そ
う
と
追
い
か
け

と
う
と
う
善
光
寺
ま
で
た
ど
り
着
き
、

信
仰

の
道
に
導
か
れ
た
と
言
う
お
話
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
今
日
、

高
齢
者
施
設

や
病
院
に
お
見
舞
い
に
も
行
け
ず
、

最
後
の
葬
儀
に
も
立
ち
会
え
な
い
こ

五
十
回
忌
・

三

十

三
回

忌

・

お
互
い
が
元
気

昭
和
四
十
七
年

平

成

元

年

平

成

九

年

平

成

十

七

年

平
成
二
十
一
年

平
成
二
十
七
年

令

和

元

年

令

和

二

年

没
　
年

の
日
々
を
過
ご

『

一
期
一
会
』

で
い
る
内
に
、

写

真

は

善

光

寺

本

堂

年
で
す
。
閑

栖

づ
く
と
思
う
新

せ
た
ら
と
つ
く



 

新
た
な
年
を
迎
え 

檀
信
徒
の
皆
様
、
ま
た
安
住
寺
に

ご
縁
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
皆
様
、

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。 令

和
三
年
の
元
旦
を
如
何
お
迎
え

で
し
ょ
う
か
。 

昨
年
来
の
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
例

年
の
よ
う
に
親
類
ご
家
族
で
集
ま
る

こ
と
も
控
え
ら
れ
、
静
か
な
新
年
を

お
迎
え
の
方
も
あ
る
こ
と
と
拝
察
い

た
し
ま
す
。 

昨
年
を
振
り
返
れ
ば
、
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
を
機
縁
と
し
て
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
延
期
、
自
粛
や
経
済

活
動
の
停
滞
、
様
々
な
行
事
や
活
動

が
中
止
や
縮
小
さ
れ
、
日
本
の
み
な

ら
ず
世
界
中
が
混
乱
し
、
現
在
も
続

い
て
い
ま
す
。 

当
山
に
お
き
ま
し
て
も
、
春
の
無

縁
供
養
説
教
会
・
合
掌
会
総
会
、
八

月
の
施
食
会
等
の
行
事
縮
小
・
中
止

が
あ
り
ま
し
た
。 

お
盆
の
棚
経
は
皆
様
の
ご
理
解
を

い
た
だ
き
ま
し
て
、
マ
ス
ク
着
用
の

上
例
年
の
よ
う
に
お
参
り
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
が
、
葬
儀
や
年
忌
法
要
は
、

焼
香
の
み
で
お
参
り
や
、
人
数
を
減

ら
し
会
食
を
行
わ
な
い
ご
法
要
に
な

る
な
ど
、
一
様
に
状
況
が
変
わ
り
ま

し
た
。 

こ
の
よ
う
な
中
に
あ
り
ま
し
て
も
、

総
代
様
、
地
区
世
話
人
様
を
は
じ
め

と
い
た
し
ま
し
て
、
檀
信
徒
の
皆
様

に
ご
協
力
ご
法
愛
を
賜
り
ま
し
て
、

安
住
寺
の
護
持
が
務
ま
り
ま
し
た
こ

と
、
心
よ
り
深
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。 

 

さ
て
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
江
戸
時
代

肥
後
国
の
海
に
出
現
し
た
と
い
う
ア

マ
ビ
エ
が
、
疫
病
退
散
を
予
言
し
た

こ
と
で
、
コ
ロ
ナ
退
散
を
願
っ
て
ブ

ー
ム
と
な
り
ま
し
た
。 

藁
に
も
縋
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

目
に
見
え
な
い
恐
怖
の
中
、
人
は
何

か
を
拠
り
所
と
し
ま
す
。 

奈
良
時
代
に
天
然
痘
が
流
行
り
、

当
時
の
人
口
の
２
５
～
３
０
％
に
あ

た
る
１
０
０
万
～
１
５
０
万
人
の
方

が
感
染
に
よ
り
死
亡
し
た
と
い
わ
れ

ま
す
。
聖
武
天
皇
は
こ
の
疫
病
を
押

さ
え
よ
う
と
仏
教
の
力
を
借
り
、
各

地
に
国
分
寺
や
国
分
尼
寺
を
作
り
総

本
山
と
し
て
東
大
寺
と
法
華
寺
を
建

て
、
大
仏
を
造
立
し
ま
し
た
。 

天
然
痘
や
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
み
な

ら
ず
、
過
去
に
起
こ
っ
た
自
然
災
害

や
原
発
事
故
な
ど
予
測
で
き
な
い
問

題
や
現
象
が
起
き
た
時
、
恐
怖
や
不

安
を
鎮
め
る
た
め
に
、
仏
教
は
大
切

な
祈
り
・
願
い
の
場
と
し
て
役
割
を

担
い
ま
し
た
。 

し
か
し
コ
ロ
ナ
問
題
は
現
在
も
続

い
て
い
ま
す
。
医
療
現
場
を
は
じ
め

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
対
応
を
さ
れ
て
い

る
皆
さ
ん
に
は
敬
意
と
感
謝
の
思
い

で
一
杯
で
す
。 

 

お
釈
迦
様
は
苦
し
み
を
除
く
四
諦

八
正
道
の
教
え
を
、
病
と
病
の
原
因
、

病
の
治
癒
と
そ
の
治
癒
の
方
法
か
ら

ヒ
ン
ト
を
得
た
と
い
わ
れ
ま
す
。 

コ
ロ
ナ
感
染
を
「
四
諦
八
正
道
」

に
な
ぞ
ら
え
て
考
え
て
み
る
。 

苦
諦
（
四
苦
八
苦
。
苦
し
み
。） 

病
相
が
診
断
さ
れ
コ
ロ
ナ
に
感

染
し
て
し
ま
っ
た
状
態 

集
諦
（
苦
の
原
因
は
渇
愛
，
煩
悩
） 

病
因
の
追
求
・
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス 

滅
諦
（
涅
槃
の
境
地
・
苦
の
消
滅
） 

理
想
的
健
康
体 

道
諦
（
修
行
法
・
悟
り
に
至
る
方
法
） 

治
療
法
や
感
染
し
な
い
た
め
の

対
処
法
を
正
し
く
把
握
す
る
。

（
ワ
ク
チ
ン
開
発
や
適
切
な
治

療
） 

中
で
も
道
諦
が
大
切
で
す
。
道
諦

は
八
正
道
の
教
え
の
実
践
で
す
。 

 

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、
治
病
の

た
め
に
適
切
な
手
段
を
と
る
こ
と
も
、

感
染
予
防
の
た
め
に
も
、
正
し
く
状

況
を
見
て
、
正
し
く
考
え
、
そ
し
て

正
し
く
行
動
す
る
こ
と
。 

す
で
に
皆
さ
ん
も
実
践
さ
れ
て
い

る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
改
め
て
ウ

ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
生
活
の
中
、
一
日
も

早
い
終
息
と
平
穏
な
日
常
が
訪
れ
る

よ
う
共
に
行
動
し
、
と
も
に
祈
る
心

で
こ
の
一
年
が
過
ご
せ
れ
ば
と
思
い

ま
す
。 

本
年
も
変
わ
ら
ぬ
御
法
愛
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

明
玄
合
掌 

                        墓
地
西
側
水
路
整
備 

裏
参
道
駐
車
場
完
成 

秘
仏
御
開
帳
事
業
で
進
め
て
お
り
ま

し
た
、
境
内
墓
地
西
側
水
路
整
備
並
び

に
、
裏
参
道
駐
車
場
が
十
二
月
十
日
を
も

ち
ま
し
て
完
成
い
た
し
ま
し
た
。 

費
用
四
百
十
八
万
円
で
杵
築
建
設
の

工
事
で
行
い
ま
し
た
。 

お
墓
参
り
、
ご
法
要
や
お
寺
の
行
事
の

際
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 
 

 

(3)令和 3 年 1 月 1 日               安住寺だより                    173 号 



 

総
代
役
員
交
代
引
継
ぎ 

昨
年
の
九
月
末
を
も
ち
総
代
様
の

任
期
満
了
と
な
り
、
お
二
人
の
方
か

ら
退
任
の
意
向
を
伺
っ
て
お
り
ま
し

た
。 

 

清
末
静
男
様
（
東
大
内
山
地
区
） 

平
成
二
十
三
年
五
月
二
十
九
日

よ
り
九
年
七
ヶ
月
在
任 

 

西
正
文
様
（
地
区
外
） 

平
成
二
十
五
年
六
月
九
日
よ
り 

七
年
六
ヶ
月
在
任 

 コ
ロ
ナ
渦
中
で
、
後
任
選
出
が
進
ん

で
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
本
年
一

月
一
日
付
け
で
新
役
員
さ
ん
と
交
代

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

 

新
役
員
さ
ん
は 

古
田
忠
夫
様
（
西
大
内
山
区
） 

須
賀
正
廣
様
（
地
区
外
枠
） 

の
お
二
人
で
す
。 

清
末
様
、
西
様
に
は
、
拙
僧
晋
山

式
後
よ
り
永
ら
く
お
世
話
に
な
り
、

心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

ま
た
、
任
命
・
解
任
の
辞
令
伝
達

は
一
月
十
七
日
の
大
般
若
法
要
の
際

に
行
う
予
定
に
し
て
お
り
ま
す
。 

 

春
の
寺
報
に
新
役
員
様
の
横
顔
を

お
伝
え
し
ま
す
。 

     

    

            

    

  

 

      

                      

 

【
日
々
是
好
日
】 

〇
九
月
十
二
日
、
合
掌
会
役
員
会

開
催
。
敬
老
会
中
止
の
確
認
と
敬
老

者
へ
の
記
念
品
配
布
の
準
備
を
致

し
ま
し
た
。
〇
十
一
月
十
九
日
、
南

禅
寺
派
部
内
研
修
会
。
令
和
三
年
度

の
行
事
確
認
や
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
各
寺
院
の
状
況
報
告
。
〇
十
一
月

二
十
七
日
合
掌
会
の
皆
様
に
よ
る

奉
仕
作
業
。
男
性
の
参
加
を
含
め
三

十
二
人
の
御
加
勢
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
お
忙
し
い
中
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
お
陰
で
諸
堂
も
美
し
く
な
り

ま
し
た
。
〇
十
二
月
十
二
日
、
坐
禅

会
納
会
。
十
二
月
十
八
日
、
写
経
会

納
会
。
坐
禅
会
も
写
経
会
も
密
を
防

ぎ
継
続
し
て
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

一
年
間
ご
参
加
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
〇
大
晦
日
の

日
に
は
、
お
札
や
位
牌
・
卒
塔
婆
の

お
焚
き
上
げ
を
致
し
ま
す
。
お
役
の

終
わ
っ
た
お
札
お
位
牌
な
ど
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
お
寺
の
方
ま
で
お
持

ち
く
だ
さ
い
。
〇
例
年
の
一
月
三
日

年
始
会
は
中
止
し
、
一
月
十
七
日
の

大
般
若
祈
祷
会
法
要
に
総
代
地
区

役
員
さ
ん
を
案
内
し
年
始
に
か
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
一
年
の
平

安
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

住
職
合
掌 

「ふるさとは遠きにありて思ふもの」室生犀星詩集『抒情小曲集』に納められ

た詩の冒頭で、皆さんもご存じのことと思います。 

犀星が故郷金沢から東京に戻る際、再び故郷に帰らぬという別れの心、感傷を

歌ったもので、幼少期に恵まれない環境で過ごした犀星が、東京から再び故郷

に戻ったが、やはり幼いころと変わらない安らぎを得る故郷ではなかった時の

心境であります。 

さて、杵築市も他の過疎地域と同じく年々人口減が進んでいます。市内の空き

家は増え、お檀家さんも年々減り、市外県外の世帯が増えています。しかし犀

星とは異なり杵築を故郷とし懐かしみをもっている方も多いはずです。 

昨年の 10 月 8 日に杵築城が復元 50 周年を迎えました。 

今ではすっかり杵築の原風景ですが、復元工事を思い出す方もあるのではない

でしょうか。記念行事やライトアップもありました。 

   
（ライトアップされて杵築城）        （天守閣から望む錦江橋・南台方面） 

さみしさを増す町並みに、5 年 10 年先はどうなっていることやらと不安に思う

ことも。そんな中、ふるさと納税は増えているようですが・・・ 

町もお寺も、そのうち故郷を離れた遠くの方に支えられるのか？ 

種田山頭火は『故郷（扉の言葉）』の中で、「故郷はとうてい捨てきれないもの

である。それを愛する人は愛する意味に於て、それを憎む人は憎む意味に於て。」

といい。「身の故郷はいかにともあれ、私たちは心の故郷を離れてはならないと

思う。」と言われた。杵築への郷土愛思い出してください。 

   
昨
年
も
墓
地
埋
葬
、
永
代
供
養
に
つ
き
ま
し
て
、
た
く

さ
ん
の
ご
相
談
や
対
応
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

各
家
庭
や
当
事
者
に
お
い
て
、
事
情
や
状
況
は
様
々
で

す
。
個
々
に
あ
っ
た
対
応
を
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
し
、

遠
方
で
も
伺
っ
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
境
内
の
永
代
供
養
墓
『
や
す
ら
ぎ
の
塔
』
は
常

時
受
付
を
致
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 

 

【秘仏御開帳事業・三先師合同法要】 
☆秘仏観音御開帳行事 

 （令和 3年 10～11月ごろ） 

 ・御開帳期間 1か月程度 

 ・開扉法要（稚児行列等） 

 ・閉扉法要（観音講） 

☆三先師合齋会法要 

 （11月 5日予定） 
※日程等の変更もあるかもしれませんが、

御開帳行事・法要の詳細は総代様と協議の

上お知らせいたします。 

 

やすらぎの塔 

(3)令和 3 年 1 月 1 日               安住寺だより                    173 号 



 

 

（4）　令和3年1月1日　

＝ ＝ ＝ ＝

二 二 二 ・ ・ ・ ・ ・

月 月 月

22 13 17

日 27 日

22 13 17

日 27 日

除
　
夜
　
の
　
鐘

年
こ
そ
、

全
て
の
煩
悩
や
禍
か
ら
の

で
、

地
区
世
話
人
さ
ん
に
配
布
を
お

（

色
・
声
・
香
・
味
・
触
・
法
）

が

あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
に
好
・
悪
・
平

　
杵
築
の
寺
町
に
は
五
ヶ

寺
が
並
び

願
い
す
る
数
は
二
七
〇
戸
で
す
。

他

へ
も
寺
報
を
送
っ

て
い
ま
す
。

市
内

安住寺の古梵鐘

文和2年（1353）の鋳造

に
な
り
休
会
と
な
り
ま
し
た
。

更
に
、

念
な
が
ら
寺
で
の
御
詠
歌
は
、

皆
高
齢

が
、

努
め
て
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

残

会
、

写
経
の
会
に
は
十
人
足
ら
ず
で
す

　
と
こ
ろ
で
、

檀
家
と
は
イ
ン
ド
の

　

構
忙
し
く
し
て
い
ま
す
。

音
像
の
三
十
三
年
毎
の
本
開
帳
の
年
に

ま
し
た
。

本
年
は
、

秘
仏
閻
浮
檀
金
観

な
り
、

閑
栖
が
一
人
で
お
勤
め
い
た
し

で
送
り
ま
す
の
で
、

発
送
の
時
は
結

三

月

り
ま
し
た
。

寺
で
も
諸
行
事
が
行
え

卒
塔
婆
供
養
の
み
予
定

早

朝

初

坐

禅

会

１１時半

法
話

一

月

九

日１０時～

二
月
二
十
六
日

き
「

布
施
す
る
。

支
え
る
」

と
言
う

　
彼
岸
法
要
と

　

さ
ん
の
家
」

の
こ
と
で
す
。

儀
や
年
忌
法
要
等
を
依
頼
す
る
信
者

　
他
に
は
、

元
檀
家
さ
ん
の
縁
者
と

な
く
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
坐
禅

ロ
ナ
禍
の
今
日
、

大
変
な
事
態
に
な

言
葉
の
「

ダ
ー

ナ
」

で
、

檀
那
と
書

に
、

二
五
〇
部
位
は
メ
ー

ル
便
な
ど

塔
（

永
代
供
養
墓
）

の
加
入
者
さ
ん

か
、

檀
家
で
は
な
い
が
お
墓
が
当
寺

に
有
る
家
。

最
近
は
、

や
す
ら
ぎ
の

し
て
い
ま
す
。

住
所
の
変
更
や
送
付

先
が
無
く
な
っ

た
り
す
る
こ
と
も
有

ょ

う
）

が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

コ

信
仰
が
伴
う
信
徒
と
し
て
の
行
（

ぎ

な
の
は
、

布
施
す
る
だ
け
で
な
く
、

徒
の
家
と
言
う
こ
と
で
す
が
、

大
切

責

任

役

員

総

代

会

早

朝

坐

禅

会

一
月
二
十
二
日

一

月

十

七

日

大

般

若

・

年

始

会

坐

禅

会

一
月
二
十
三
日

説

教

会

三
月
二
十
日

な
り
ま
し
た
。

檀
家
さ
ん
は
、

檀
信

主
人
を
檀
那
さ
ん
と
呼
ぶ
よ
う
に
も

意
味
で
す
。

日
本
で
は
、

大
家
の
ご

安住寺だより

撞
き
に
見
え
ま
す
。

来
ら
れ
る
方
は

　

定
着
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

て
も
『

煩
悩
』

に
際
限
が
無
い
と
い

ナ
ァ

と
、

毎
回
確
認
し
な
が
ら
印
刷

第173号

　
鐘
を
撞
く
時
間
と
そ
の
数
に
つ
い

り
ま
す
。

現
在
、

本
山
へ
の
登
録
檀

あ
り
、

撞
く
人
、

撞
き
方
に
よ
っ

て

聴
く
と
、

そ
れ
ぞ
れ
音
色
に
特
徴
が

す
。

そ
れ
は
そ
れ
は
賑
や
か
な
年
越

（

ど
っ

ち
で
も
な
い
）

の
三
種
が
あ

詳
細
な
日
程
等
が
決
ま
っ

て
い
ま
せ
ん

当
た
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
現
況
で
は

心
を
深
め
る
檀
家
さ
ん
ば
か
り
に
な
る

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
に
収
め
る
「

手
紙
」

観

音

講

写

経

の

会

都
合
に
よ
り
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、

こ
れ
を
機
に
参
拝
者
が
増
え
、

信

　

こ
と
を
念
ず
る
次
第
で
す
。

　
　
閑
栖

写

経

写

仏

の

会

こ
と
を
八
月
末
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

等
を
募
集
中
で
す
。

2
5
年
先
に
伝
え
た
い

　
当
寺
に
も
、

毎
年
多
く
の
方
が
鐘

言
う
の
が
、

そ
の
根
底
に
あ
る
と
思

◇
行
事
予
定
◇三

月

三

月

の
「

知
ら
せ
」

に
鐘
を
鳴
ら
し
た
の

行
っ

て
い
た
そ
う
で
す
。

そ
の
法
要

味
が
有
る
の
で
し
ょ

う
か
。

人
に
は

　
で
は
、

百
八
の
数
は
ど
う
言
う
意

更
に
近
く
に
二
ヶ

寺
あ
り
ま
す
。

大

眼
・
耳
・
鼻
・
舌
・
身
・
意
の
六
根

い
ま
す
。

古
く
か
ら
寺
院
で
は
「

除

過
去
・
現
在
・
未
来
の
三
世
を
掛
け

の
二
種
を
掛
け
て
三
十
六
。

更
に
、

満
ち
た
日
々
で
あ
っ

て
欲
し
い
」

と

ま
せ
ん
。

そ
の
一
説
と
い
う
こ
と
で

て
で
す
が
、

諸
説
あ
っ

て
確
定
で
き

ご
承
知
下
さ
い
。

先
ず
、

歳
が
改
ま

が
始
ま
り
で
、

反
省
と
希
望
が
込
め

う
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
す
。

今

る
と
い
う
こ
と
で
「

一
年
の
反
省
と

り
、

六
×
三
で
十
八
。

そ
れ
に
染
ま

登
録
さ
れ
、

護
持
会
費
を
納
入
し
葬

さ
ん
と
は
「

安
住
寺
檀
信
徒
名
簿
に

信
徒
戸
数
は
四
一
五
戸
で
す
。

檀
家

　

も
音
が
違
い
ま
す
。

て
百
八
に
な
り
ま
す
。

百
八
は
、

数

っ

て
い
る
か
、

染
ま
っ

て
い
な
い
浄

晦
日
に
は
、

一
斉
に
鐘
を
鳴
ら
し
ま

新
た
な
一
年
が
災
い
の
無
い
希
望
に

が
有
り
ま
す
。

そ
れ
に
対
す
る
六
塵

ら
れ
た
「

百
八
の
鐘
」

へ
と
変
化
、

夜
経
」

と
言
っ

て
夜
通
し
の
法
要
を

し
の
夜
に
な
り
ま
す
。

少
し
離
れ
て

ど
の
よ
う
に
生
き
る
環
境
が
変
わ
っ

を
限
定
す
る
の
で
は
な
く
、

人
間
は

檀
家
さ
ん
？

回
の
発
行
で
す
が
、

何
部
だ
っ

た
か

い
ま
す
。

五
百
部
余
り
で
す
。

年
四

寺
に
ご
縁
の
あ
る
方
に
お
届
け
し
て

　

始
め
る
予
定
で
す
。

解
放
、

脱
却
を
念
ず
る
次
第
で
す
。

て
来
て
下
さ
い
。

十
一
時
半
頃
か
ら

手
袋
・
マ
ス
ク
等
コ
ロ
ナ
対
策
を
し

　
こ
の
寺
報
は
、

全
て
の
檀
家
と
当

観
音
講
は
こ
の
二
年
間
参
加
者
な
し
と


